
  

平成２５年第５回（９月）出雲崎町議会定例会 

一 般 質 問 

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

１ 

 

中野 勝正議員 

(一問一答) 

小中一貫教育について 

義務教育９年間を連続した期間として捉え、児童生徒の

発達段階に応じた一貫性のある学習指導、生活指導を行う

とともに、教職員や児童生徒が連携、交流を深めることに

より小学校と中学校が協働して、系統的継続的に教育活動

を行うものと理解し、私は小中一貫教育をすすめたら良い

と考えますが、行政、教育長、教育委員会としてはどのよ

うに考えているか。 

１、当町の現在の取組み 

２、学習指導要領に基づく、９年間連続した教育課程の

編成 

３、小中一貫教育カリキュラムの作成 

４、小中学校の児童生徒や教職員の交流 

５、小中一貫教育の実施 

 

以上について、教育長にお聞きします。 

２ 

 

仙海 直樹議員 

(一問一答) 

旧ＪＡ跡地の今後の利活用について 

 

旧ＪＡ跡地は、町が平成 21 年に土地を取得し、翌年に

はその利活用に関する検討委員会が設置されました。 

その後、平成 24 年３月に検討委員会から答申が出され

現在に至ります。 

今後の方向性と町長のお考えを伺います。 

 

 

 

 

 

 



  

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

３ 

 
宮下 孝幸議員 

(一括質問) 

 

○原発再稼働容認について 

 

出雲崎町は、刈羽・柏崎原発の再稼働を容認するとの報

道が6月19日のＮＨＫで流れ、「議会はそれを認めたのか」

との問合せが私の元へ届いた。6月 21 日の全員協議会で、

私は町長にその意をただし、その節、町長は規制委員会が

了とすれば、私は「再稼働を容認する」との答弁をされた。

立地自治体である刈羽・柏崎と比較して、電源三法交付金

の恩恵の少ない当町でも、被災想定地域であることに変わ

りなく、福島の事故整理も検証も済まない今日に、私はあ

くまでも慎重であるべきと考える。 

一自治体である当町に、再稼働の認可権限はないが、再

度、町長は「原発再稼働」に対し、どのように考えている

のか、その真意と見解を伺う。 

４ 

 

髙桑 佳子議員 

（一問一答） 

 
１、町ボランティアセンターの体制整備について 

 
（１）災害時の人的支援として重要な災害ボランティアの

受入体制などボランティアセンターの立上げ準備に

ついてお聞きします。 
（２）災害ボランティア活動に対する町民への普及啓発を

推進するためにもボランティアリーダーの養成が重

要と考えますが町の取組へのお考えをお聞きします。 

 
２、いずもざき版子ども子育て支援会議の設置について 

 
「子ども子育て支援制度」の実施にあたり、全国の自治

体で地方版子ども子育て支援会議が設置、あるいは設置を

検討されていますが当町での取組状況についてお聞きし

ます。 



  

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

５ 

 
諸橋 和史議員 

(一括質問) 

 

 

 

 

出雲崎町の今後について（合併問題） 

 

（１） 法務局、消防署、経済圏、地域振興局等の一本化

の要請は？ 

（２） 人口減、少子化、勤め先の少なさの解消をどう考

えるか？ 

（３） 町の今後の財政について。 

６ 

 

三輪 正議員 

（一問一答） 

 
 
 

１、国道４０２号（久田～寺泊間）の根本的改良を 

 
当町の大事な幹線道である４０２号線は８月の大

雨で交通止めとなり、生活、観光など大きな影響を

受けました。 
災害に強い国道に根本的改良を急いでほしい。 

 
２、町道の外灯管理の徹底と一本化を 

 
（１）町内の道路外灯の設置数と管理体制は 
（２）町管理の外灯の管理一元化を 
（３）ＬＥＤ照明への切替えを 



  

 


